
小金井市児童発達支援センター運営協議会 次第 

 

 

日時：平成２６年２月１８日（火） 

午前１０時から       

場所：きらり かぜの部屋     

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 小金井市児童発達支援センター「きらり」 １月末までの実績報告 

    

   

３ 第１回の引き継ぎ案件 

・事業名に対する利用者アンケート結果 

 

 

４ 委員提案 

・事業に対する利用者アンケート結果 

 

 

５ 児童発達支援センター運営協議会の方針 

 

 

６ 次回の開催日及び内容について 

 

 

７ 閉  会 

 

 

■配布資料 

資料１  小金井市児童発達支援センター「きらり」実績報告 

資料２  事業名に対する利用者アンケート結果 

資料３  委員提案意見一覧 

資料４  事業に対する利用者アンケート結果 

資料５  児童発達支援センター運営協議会の方針 

資料６  小金井市児童発達支援センター運営協議会スケジュール 



資料１

平成２６年２月３日現在

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

相談支援事業（一般） - 39件 36件 58件 28件 25件 11件

相談支援事業（専門） - - - 11件 35件 30件 39件

児童発達支援事業 - - - 15人 15人 15人 15人

放課後等デイサービス - - - 19人 26人 26人 28人

保育所等訪問支援事業 - - - 1人 1人 2人 3人

　　　　　　　　回数 - - - 3回 3回 5回 7回

親子通園事業 - - - 8人 11人 13人 14人

外来訓練事業 - - - 12人 25人 25人 33人

　　　　　　　　回数 - - - 36回 63回 63回 80回

待機者数

相談支援事業（一般）

相談支援事業（専門）

児童発達支援事業

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援事業

親子通園事業

外来訓練事業

平成２６年４月の入園に向けて調整をしています。

すぐに利用できます。

すぐに利用できます。

13人

４月以降待機者がでる予定です。

0人

26人

0人

0人

すぐに相談できます。

親子通園や外来訓練事業で対応しています。

すぐに相談できます。

児童発達支援センター運営協議会への実績報告

状況

希望の曜日、訓練等が受けられないため待っていただいたいる方、４月から小学生にな

る方がいます。

25人

平成２５年

人　数

平成２６年

0人



資料２

1 回答者数 29人

2 結果

愛称または意見 理由 人数

ひだまり ぽかぽかしたイメージ 1人

愛称は必要なし 25人

愛称または意見 理由 人数

きらり 1人

ひまわり教室 1人

スキップ

楽しく進んでいく、通う時スキップしながら

来れるくらい楽しみな場所

放課後も楽しくスキップしていけるよう。

2人

あおぞら 1人

つばさ はばたいて行ってほしい。 1人

愛称は必要なし 23人

愛称または意見 理由 人数

施設訪問支援

「保育所等」がつくと、学校にはやっていな

いと思ってしまうから。

1人

そよかぜ 1人

愛称は必要なし 24人

愛称または意見 理由 人数

きらり 1人

【咲いた】・【さい

た】・【saita】

外来訓練と言う名が重たいので、言いたくな

い。一歩一歩進むにつれて、花が咲いていく

ように、楽しく、前向きに明るく成長してい

く、という意味をこめて。

1人

バンビ 1人

ひまわり 明るい方へ向いて 1人

愛称は必要なし 22人

愛称または意見 理由 人数

かるがも

親子が一緒の感じが名前を見てわかる。

親子で頑張って行こう

2人

きらり 1人

きらりクラブ サークルのような感覚で通えたら。 1人

カンガルー 1人

愛称は必要なし 22人

※理由が未記入の箇所は提案者から理由の提示がなかった愛称です。

※未回答のところもあるため、回答者数と各事業の回答人数が異なります。

外来訓練事業

親子通園事業

相談支援事業

放課後等デイ

サービス事業

保育所等訪問

支援事業

小金井市児童発達支援センター　各事業　愛称募集　集計結果

平成２５年１２月１６日頃から小金井市児童発達支援センター「きらり」を利用されている方を対

象に、各事業の愛称についてアンケートを取り、その結果について下記のとおりまとめます。

記



資料３

児童発達支援センター運営協議会　委員提案　一覧

提案者 提案日 提案内容 対応 調整

1 花岡委員平成25年12月19日

提案として、事業内容にそって質問や疑問等を出しあい、

今後の見通し、改善点など意見が出しやすい場であると今

後のセンターの発展へとつなげられるかと思います。

第２回の運協で各事業について質問を

受ける時間を設ける。

2月18日

2 花岡委員平成25年12月19日

通常通園、放課後等デイサービス、相談支援事業、外来

訓練等利用者の声（意見）をお聞きしたいです。また、これ

らの中で、改善点がある場合など、協議会でけんとうでき

るとよいかと思います。

利用者にアンケートをとっており、その

内容で対応済み

2月18日

3 林委員 平成26年2月7日 ・通園バスに「ぴのきお」のプレートを付けて欲しい。 調整する 2月18日

4 林委員 平成26年2月7日 ・一時保育を早く開始できないか。 検討中である 2月18日

5 林委員 平成26年2月7日 ・延長保育を可能にできないか。

放課後等デイサービス事業があるため

無理である

2月18日

6 林委員 平成26年2月7日

・幼稚園を休まなくても外来訓練が受けられるよう午後の

時間（グループの訓練が午前しかない）を設けてほしい。

放課後等デイサービス事業があるため

無理である

2月18日

7 林委員 平成26年2月7日 ・療育料の引き落としを早めに進めてほしい。 検討中である 2月18日

8 林委員 平成26年2月7日 ・会議室の予約や使用時間について

一部の方が１日抑えてしまうと他の方へ

影響が出るため難しい。

2月18日

9 林委員 平成26年2月7日 ・さくらシートを使いやすくハンドブック化してはどうか。 調整する 2月18日



資料４

Q1：ご利用の事業は何でしょうか？

回答数 利用人数 回答率

1 相談支援事業 - -

2 保育所等訪問支援事業 0.5人 2人 25%

3 放課後等デイサービス事業 11.5人 26人 44%

4 児童発達支援事業 9.0人 15人 60%

5 外来訓練事業 9.0人 25人 36%

6 親子通園事業 7.0人 13人 54%

37.0人 81.0人 46%

※利用人数は、平成２５年１２月１日時点

※相談支援事業は、相談支援事業のみを利用している人数

Q2：提供しているサービス内容についてどう感じていますでしょうか？

回答数

大変満足である 13.0人

満足である 19.0人

どちらとも言えない 5.0人

不満である 0.0人

大変不満である 0.0人

合計 37.0人

良い点

放課後等デイサービス

・先生と一対一で話ができる。

・親の気持ちを考えてアドバイスをくれる。

・専門的な先生が対応する。

・行くのを子どもが楽しみにしている。

児童発達支援事業（ぴのきお）

・いつでも見学できる。

・できることが増えた。

・保護者の意見に対して前向きに取り組んでいる。

・その子に応じた療育を行っている。

・就学に向けての訓練が受けられる。

・具体的に子どもが生活しやすい方法を教えてくれる。

外来訓練事業

・子どもが楽しんで訓練を受けている。

・保護者の気持ちを理解して対応してくれている。

親子通園事業

・アドバイスをいただけるので、心強い。

・家での訓練方法を教えてくれる。

改善点

児童発達支援事業（ぴのきお）

・行政と利用者との信頼関係の構築

・荷物の入れ間違いが多い。

外来訓練事業

・訓練回数を増やしてほしい。

・訓練できるものを増やしてほしい。

・土曜日も訓練できるようにしてほしい。

親子通園事業

・週１で実施してほしい。

平成26年2月18日

児童発達支援センター「きらり」利用保護者アンケート集計結果

小金井市児童発達支援センター「きらり」の利用者へ、さらなる業務内容の向上、お子さまの状況の

確認等を含め、アンケートを実施し、下記のとおりまとめます。

合計

・1つだけでなく、2つの個別訓練を受けさせてほしい。

1



資料４

Q3：現在利用している事業に実施してほしい療育内容、サービス等はありますか？

放課後等デイサービス

・学校からの送迎だけでもやってほしい。

・中学生以上もやってほしい。

・一時保育やお泊り保育をやってほしい。

児童発達支援事業（ぴのきお）

・延長保育（療育）

・働いている母親でも利用しやすいサービス体制を整えてほしい。

・外来、放課後等デイサービスの子どものきらりへの送迎。

・保育園との交流

・一時預かり（０歳児から）

・会議室の利用申請が「きらり」の窓口でできるようにしてほしい。

・通園部門から保育園、幼稚園へ転園させたい場合のルートを作ってほしい。

・送迎サービス

外来訓練事業

・支払いが「きらり」でできるようにしてほしい。

・運動（身体）能力があがるもの

・摂食の外来訓練もやっていただきたい。

・アート教室、体操教室、けやき保育園と一緒のイベント

・総合的な個別学習を実施してほしい。

親子通園事業

・工作等、手先の訓練になるような事

・専門的な訓練

放課後等デイサービス事業

・鍵が届かない場所にあり、子どもが一人では通えない。

・次年度は、自由または自動更新ではないとのことなので更新できるか不安です。

・活動の様子の見学

・月１回の利用料の振込用紙の「細節」の欄の記載をできれば変えてほしい。

児童発達支援事業

・子どもの目線を大事にしていただきたい。

・昼過ぎから夕方当たりの時間帯も選べるようにしてほしい。

・職員の顔写真を貼ってほしい。

外来訓練事業

・利用した分だけ支払う方法

・グループ（外来）を午後３時にしてほしい。

・訓練の時間の設定がもっと遅いものもあると嬉しいです。

・軽度の障害のある子どもが通える通園施設

・同じ悩みを持つ親同士の交流の場、情報提供等、活用できる場所

・振込先に郵貯は入らないか。

・「きらり前」というココバスのバス停を作ってほしい。

・最初から個別の部屋に鍵をかけず、信頼関係ができてからにしてほしい。

親子通園事業

・個別対応はできないのでしょうか。

・就学に向けてより良い療育を目指していただきたい。

・周りの意見に柔軟な対応をしていただきたい。

自由意見

・興味を持った課題は少し長めにしていただきたい。

2



資料５ 

小金井市児童発達支援センター運営協議会の方針  
 
小金井市児童発達支援センター運営協議会（以下「運営協議会」という。）

においては、下記方針を踏まえ、議論を進めていく。  
 

記  
 
１  基本方針  

平成２４年８月３１日策定の（仮称）小金井市児童発達支援センターに

係る基本的な計画の１に規定されている基本方針を基に以下のような施

設を目指す。  
⑴ 誰もが利用しやすい施設（センター）  
⑵ 相談から療育までの一貫した支援のできる施設（センター）  
⑶ 各種機関の連携の核となる施設（センター）  
⑷ 早期に発見し、支援につなげる機能を持った施設（センター）  
⑸ 利用者等の意見を反映させた施設（センター）  
⑹ 発達支援事業の広報周知、理解啓発を行う施設（センター）  

 
２  運営協議会で議論すること  

運営協議会では、１の基本方針を基に小金井市児童発達支援センター

「きらり」（以下「きらり」という。）で実施している各事業の事業内容、

課題への取組等について議論を行っていく。  
 
３  自立支援協議会との違い  

自立支援協議会においても「発達支援事業」について議論を行っていく。

そのため、以下のように議論をする内容について分ける。  
(1) 運営協議会  

「きらり」で実施している事業を中心に議論を行う。  
(2) 自立支援協議会  

市全体に係る発達支援事業について議論を行う。  



資料６

1 年間実施回数

４回（平成２５年度のみ２回）

2 次回以降の予定

(1)　第３回小金井市児童発達支援センター運営協議会開催日時

　　平成２６年５月２０日（火）　午前１０時から

(2)　内容（予定）

　②第２回の引き継ぎ案件

　③平成２６年度予算の状況

　④平成２６年度からの変更点

　⑤今後の方針

　⑥各委員発議の討論テーマ

　⑦今後の予定

小金井市児童発達支援センター運営協議会については、下記の日程で実施を予定している。

小金井市児童発達支援センター運営協議会スケジュール

　①小金井市児童発達支援センター「きらり」

　　４月末までの実績報告

記

(2)　第４回小金井市児童発達支援センター運営協議会開催日時

　　平成２６年８月１９日（火）　午前１０時から

(2)　内容（予定）

　②第３回の引き継ぎ案件

　③各委員発議の討論テーマ

　④対象事業に対する討論

　⑤今後の予定

(5)　第５回以降

第５回小金井市児童発達支援センター運営協議会

第６回小金井市児童発達支援センター運営協議会 平成２７年２月１７日（火）

平成２６年１１月１８日（火）

　①小金井市児童発達支援センター「きらり」

　　７月末までの実績報告


